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資料紹介
近年の台湾における台湾近現代史研究の興隆
一初歩的な紹介一
杉原 達
はじめに
ﾕ6ユ
‘1989年４月より1990年３月までの１年間，私は関西大学学術研究員として，台湾大学法
学院で在外研究に従事する機会を得た。
この十余年来，私の研究テーマは，第一次世界大戦前ドイツの近東侵出問題であった
が，最近，バグダード鉄道政策に関する政治社会史分析と，当時のドイツ社会のオリエン
ト観に示された大国意識および民族排外思想の社会史的分析とを結合する形で，この主題
に関する研究にひとつの区切りをつけることができた')。
そこで私としては，これまでの研究をふまえながら，今後は，植民地・半植民地との関
係に自覚的な視座を据えた独・日比較帝国主義史研究というヨリ大きな課題に向かうため
に，近代日本によるアジア植民地支配の原型となった台湾の地にまずは身を置くことか
ら，新たな研究に着手したいと考えたのである。自分にとっては，文字通りゼロからの出
発であったが，幸いにも許介鱗教授（台大法学院政治系）の指導を受ける機会に恵まれ，
研究上の原始的蓄積期を開始することができたのであった。
本稿は，①台湾史に関する研究会の開催状況，あるいは文献目録・資料集．一次史料の
総目録といった基礎的な参考書目や学術雑誌の相次ぐ刊行に簡単にふれると共に，②戦後
台湾の各大学における台湾近現代史（とりわけ日本統治時代）を対象とした修士・博士論
文の主題を紹介することを目的としている。初歩的かつ極めて表面的な紹介にすぎない
が，留学を通じて強く感じることができた最近の台湾近現代史研究の興隆の一端を伝える
1）拙著『オリエントへの道一ドイツ帝国主義の社会史一』藤原書店，1990年。
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ささやかな報告としたい2)。
Ｉ
（１）研究会活動
まず台湾史に関する学術研究会の開催状況を概観しておこう。台湾史に関する研究会
は，1965年11月に台湾大学文学院が開催した「中国の歴史学における台湾研究の地位」に
関する座談会をもって噴矢とすると言われている。以後，1965年から1967年にかけて，台
湾大学歴史系・考古人類学系の共同主催で，計14回の研究会が開催されたが，その後，諸
般の事情から中止の止むなきに至った。
１０年後の1977年４月に，林本源中華文化教育基金会の援助のもとに，「台湾研究研討曾」
が組織され，定期的な研究会が台北で開かれることになった。同会は，平均して年に数回
のペースで開催されており，1990年１月には第68回を数えている。各回の報告テーマとし
ては，伝統芸術，文化資産の保護，考古学・民俗学関係が比較的多い。また台湾各地での
フィールドワークも行われている。研究会での報告および討論は，季刊雑誌『台湾風物』
に発表されるのが通例である3)。
同1977年には，小中学校教師や行政関係者を中心に「中華民国台湾史蹟研究センター」
が組織された。この会もフィールドワークを重視している。同センターが1980年12月に創
刊した『史聯雑誌』は，1983年より年２回のペースで発行されており，学術論文，史料紹
介，フィールドワーク報告のほか，研究機関や学術研究討論会の紹介に力を入れていて，
大変有用である。
1986年８月には，中央研究院の歴史語言研究所・民族学研究所・近代史研究所・三民主
2）本稿は，関西大学経済学会研究会（1990年６月20日）における報告原稿に，若干の加
筆をおこなったものである。なお本学経済学部の石田浩教授は，1989年12月台湾に短
期間滞在された折に，先輩研究者として，私のために多大な便宜をはかり御教示を与
えて下さった。その時の援助がなければ，本稿も成立しなかったのであり，ここに深
い謝意を表したい。本稿が，同教授の論稿（｢台湾研究の現状と課題｣，関大『経済
論集」第40巻第１号，1990年４月）を一部分なりとも補えるものであれば幸いであ
る。
3）第１回から第50回までの研究活動の記録は，張炎憲編『歴史文化輿台湾一台湾研究
研討曾五十回紀録一」（上・下）（台湾風物叢書１）台湾風物雑誌社，1988年，とし
て刊行されている。巻末の「編集後記」を参照。
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義研究所が協力して「台湾史田野研究室」を設立した。この研究室は，台湾史に関する研
究会活動を組織する機関として，今後重要な役割を演じてゆくことが予想される。また同
研究室が発刊している「台湾史田野研究通訊（NewsletterofTaiwanHistoryField
Research)』（1986年12月第１期刊行）も台湾史に関する学界動向を知る上で貴重である。
また1987年３月には，学会として「台湾史研究含」が設立された。第１回学術研究会
（1988年１～２月）には，大陸の台湾史研究者も論文参加を果たしており，台湾海峡両岸
の研究交流の端緒を切り開いたといえよう4)。
さて第１表は，上述の「台湾研究研討曾」定例会以外に，台湾史を対象として開かれた
学術研究会の近年における開催状況である5)。
一見してわかるように，1980年代後半以降，研究会活動が活発化したといえよう。全体
の状況をつかむために，特に研究会が多く開かれた1988年を例にして，各研究会の名称，
主催団体，開催時期，報告数を以下に摘記しておこう。
①第２回台湾開発史研究会（主催・東海大学歴史研究所）1988年１月，１５報告。
②台湾史学術研究会（台湾史研究会）1988年１～２月，１３報告。
③台湾史研究会（思輿言雑誌社，台湾省文献委員会）1988年５月，６報告。
④台湾土着宗教祭儀研究会（中央研究院民族学研究所）1988年５月，１１報告。
⑤彰湖開拓史研究会（膨湖県政府，膨湖県立文化センター）1988年８月，１２報告。
⑥台湾史研究会（台湾大学歴史研究所）1988年12月，８報告。
⑦台湾史研究および史料発掘研究会（中華民国台湾史蹟研究センター，中央研究院田
野研究室）1988年12月，９報告。
近年の学術研究会の開催にあたって目を引くのは，主催団体の多様性である。諸学会，
4）この研究討論会の記録は，『台湾史研究曾論文集（第１集)」（1988年６月）として刊
行されている。
5）上記の『台湾風物』『史聯雑誌」『台湾史田野研究通訊」のほか，中央研究院近代史研
究所発行の「近代中国史研究通訊」などから，研究会の活動を調べてみたが，遺漏が
あると思われる。なお芸術に特化した研究会は含めなかった。
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特定大学の歴史系或いはその他の系，研究機関，研究教育団体，台湾史専門の学会，行
政，台湾省文献委員会，雑誌・新聞などが，積極的に単独あるいは共同で研究会を開催し
ている。またこれらの研究会に，若い世代の研究者の参加・報告が増えているのも，重要
な点であろう。
更にこの他に，台湾史だけを対象とした研究会ではないが，数ある報告のうちの一部分
を台湾史関係が占めるという学術研究会もある。たとえば中国史や中国文学に関する研究
会がそれにあたり，このようにして台湾史関係の報告が行われた研究会は，1988年には少
なくとも５回，1989年には７回を数えている6)。
（２）台湾史関係の文献目録の刊行
近年刊行された台湾史関係の文献目録については，次に述べる③でほぼカバーできるの
で，ここでは1989年に出版された３冊の文献目録について，簡単に紹介しておこう。
①高賢治・劉燕麗主編『台湾地厘文献曾期刊総索引」龍文出版股扮有限公司，１９８９
年。
台湾内の省県市各級合計19の文献委員会が，1948年から1988年の間に発行してきた
３２種の定期刊行物（及び若干の特別刊行物）に掲載された7,700余点の文献を分類整
理した，極めて有意義な目録である。
②張炎憲主編「台湾漢人移民史研究書目』中央研究院三民主義研究所，1989年。
日本の植民地統治以前における台湾への漢人移民の発展史に関して，1945年から1９
８８年の間に発表された著書や研究論文の合計2,365点を，諸テーマに分類整理した目
録｡1988年に「中央研究院台湾史田野研究室資料叢刊之一」として出版された荘英章
主編「台湾平浦族研究書目糞編』中央研究院民族事研究所，の続編にあたる。
③張炎憲・李季樺・王静罪編『台湾史開係文献書目1984-1988』（台湾風物叢書２）
台湾風物雑誌社，1989年。
1984～88年の５年間に出版された台湾史関係の単行本に，1989年刊行書籍の一部を
加えた合計1,151点を，分類整理した目録である。なお『台湾風物』第39巻第４期
（1989年12月）所収の「1989年台湾史闘係文献書目」は，この『文献書目」の基準に
従って，1989年出版の単行本で，同書に収録されていない文献をリスト・アップして
6）余平「民国77～78年園内塞誹有開壷澱史研究之皐術研討曾名穂論文及作者介紹」『史
聯雑誌』第15期（1989年12月）より。；
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おり，両者をあわせて利用することによって1984～89年の６年間に刊行された台湾史
関係書を知ることができる。
（３）資料集の刊行
文献目録作成と並んで，地味な活動ではあるが，だからこそ特筆すべきは，資料集の刊
行であろう。ところで日本統治時代の台湾史に関する極めて重要な史料のひとつが，治安
当局の秘密文書であることは言うまでもない．すでに日本で戴国輝教授によって復刻され
た皇湾総督府警務局編『台湾社会運動史（皇湾総督府警察沿革志第二編領台以後の治安
状況中巻)』（龍渓書舎，1973年，緑蔭書房，1986年）が,『台湾社曾運動史（1913～1936)」
として中国語に全訳されたことは，とりわけ台湾の若い世代が，日本統治時代における諸
活動の内容を学び継承してゆく上で，大きな意義があると言える（全５巻，創造出版社，
1989年)。植民地時代に当局の弾圧を受けつつ抗日闘争を指導し，今なお健在な７名の老
活動家の方々が出版顧問の任にあたられたことを，あわせて指摘しておきたい7)。
（４）台湾総督府文書の総目録の刊行
台湾総督府文書というのは，1895年５月から1945年10月に至る50年６カ月の期間に，台
湾総督府が発行した文書を中心にして，土木局，糖務局，高等林野調査委員会，臨時台湾
土地調査局の文書および人事進退に関する文書をつけ加え，さらに日本統治初期における
７つの県の文書をあわせた，合計13,855冊に及ぶ史料をさしている。それは「日本の台湾
統治51年の元帳であり，そしてまた当時の台湾の政治・経済・財政・外交・司法・軍事・
衛生・教育・宗教・抗日などを研究する際に，最も価値のある近代台湾史の一次史料」
(王世慶教授）とみなされているものである。
このうちとりわけ初期の抗日闘争に関する文書は，一部が中国語に翻訳されて，日本統
治期の民族運動についての貴重な史料集となっている。しかしながら，台中にある台湾省
文献委員会の地下室に所蔵されており，実に１万冊を超える文書全体の輪郭をつかむため
の工具としての総目録は存在していなかった。そこで中央研究院近代史研究所と台湾省文
7）翻訳の経緯・意義については，第１巻冒頭におかれた編訳部による「課序」のほか
に，林書揚「一部殖民地反抗史詩一『警察沿革誌』中課版問世的現責意義」『自立
早報』1989年５月16日，周穎「台湾人民反抗運動的債価奥特性一訪林書揚談『警察
沿革志』的出版」『遠望』第21期（1989年７月）を参照。なお1989年８月には，『台湾
史研究含」主催で『警察沿革志」の史料的価値をめぐって座談会が開催された。
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献委員会の協力によって，総目録を作成することが決定された。そのための準備作業は
1986年に開始され，翌年から１カ年計画で，各史料の目次の全面的な判読．整理.､複写作
業が行われた結果，1988年１月に各一次史料ごとに日本語で付いている目次をコピー．編
集の上で総集成した『現燕墓湾総督府槍案総目録』が刊行された。全部で183冊にのぼる
この目次集は，上記の２研究機関にそれぞれ１セットずつ保管されている。
この総目録の作成の中心になった許雪姫氏は，台湾総督府文書自体が十分に活用される
ためには，種々の客観的条件の整備が必要であることを指摘している8)。また文書の中で
既に部分的に刊行されている一次史料だけでも相当な分量にのぼっているゆえ，まずはそ
れらの徹底活用が，なお要請されているといえよう。とはいえ，長期的にみるならば，こ
の総目録の刊行が，日本統治時代の台湾史研究の前進にとって大きな意義をもつものであ
ることは疑いを得ないところである。
なお台湾省文献委員会には，日本統治時代の史料に限っても，上述の台湾総督府文書の
他に，台湾総督府専売局によるアヘン・樟脳・酒・煙草・塩などの専売に関する7,762冊
の文書，および1936年から1945年に至る問の「台湾拓殖株式会社」に関する2,623冊の文
書も所蔵されている。
（５）『塾湾社含研究』（Taiwan：ARadicalQuarterlyinSocial
Studies）の創刊
同誌は，1988年２月に刊行された季刊雑誌で，社会・人文科学諸分野における学際的学
術雑誌としては，最高水準の一つと見なすことができる。編集委員も執筆者も若く，その
相当部分は，アメリカ留学の経験者である。
毎号特集を組むわけではないが，既刊号の特集テーマとして仇発展問題（第１巻第１
期)，都市問題（第１巻第２．３期)，文化と思想（第２巻第１期）がある。今後の計画と
しては，建築と都市，台湾のポスト・・モダニズム，台湾史，メディア／権力，小商品生
産，社会運動，民主および関連の問題，文学批判といったテーマで特集が予定されてお
り，各号とも締切を明記した上で論文が公募されている。
創刊号巻頭の「発刊の辞」は，アメリカを中心とした「現代化理論，行動科学，新古典
8）許雪姫「介紹「現蔵墓澱総督府椙案総目録」編輯計劃」『近代中国史研究通訊』第５
期（1988年３月)。なお郭嘉雄「壷潤省文献委員曾収蔵史料及出版概況』『史聯雑誌』
第14期（1989年６月）も参照。
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派経済学など」が，「静態的・孤立的に台湾社会の発展を，普遍的に進展する段階上の発
展程度の問題とみなしており，歴史的・構造的な角度から台湾社会の発展の動態的・弁証
法的な本質と構造の問題を掌握し得ていない」ことに対する批判的な観点を明確にすると
共に，本誌の立脚点を次のように宣言している－「台湾の未来の運命に関心を寄せると
いう前向きの立場，台湾社会の特殊で具体的な問題への意識を主体とする自主的な立場，
そして問題の根本を徹底的に掘り起こし，問題の解決・改変を追求するという基礎から進
む立場に立ち，台湾社会の現実から出発し，歴史的・構造的な角度から，我々の社会に深
く入り全面的に調査・研究し，自己批判的に『我々とは何ぞや』といった倫理的・実践的
な意義を有する問題を問うものである｣9)と。
『皇湾社曾研究』は，台湾史専門の研究雑誌ではないが，この「発刊の辞」が示してい
るように，批判的見地に立った台湾の社会と歴史の充実した学問分析を保証するメディア
として，今後の発展が大いに期待されるところである。
Ⅱ
こうした経緯をふまえた上で，台湾史に関する学位論文の提出状況を瞥見することにし
よう。もちろん学位論文は，研究状況を示すひとつの指標にすぎない。たとえば，すでに
中国史研究で成果を挙げてきた研究者が，新たに台湾史研究に従事するようになる場合も
あるし，実際そのような傾向が確実に増えてきている'0)。あるいは研究機関から離れた在
野の研究者による地道な調査研究もまた重要な分野である。
しかし博士・修士論文の場合，①新しい世代の歴史家たちの問題関心の所在を端的に示
９）『台湾社曾研究』第１巻第１期（1988年２月)，４ページ以下。また編集委員の一人で
ある王振震の「80年代中期以来的台湾社曾研究」『中園論壇」第338号（1998年10月２５
日）および同雑誌社社長の博大篇「台湾民主化運動の新しい潮流」（松永正義訳）『世
界』1990年６月号，を参照。
･10）一例を挙げれば，1989年時点で，中央研究院近代史研究所（所員は46人）において，
日本統治時代の台湾史を研究テーマとしているスタッフは３人いるが，そのうち新進
気鋭の洪秋芽氏を別にすれば，許雪姫氏は，清代台湾の軍事制度史の専門家として，
また陳慈玉氏は，近代中国経済史の専門家として，いずれも大きな業績のある研究者
である（許雪姫『清代壷潤的緑督』中央研究院近代史研究所，1987年，陳慈玉『近代
中園的機械縄蒜工業（1860～1945)』中央研究院近代史研究所，1989年)。こうした人
々が，日本統治時代に焦点をあわせつつあることは，注目に値する（この点について，
洪秋芽氏の御教示を得たことに感謝する)。
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すのみならず，②ある程度まとまった人数の若い研究者が，途切れることなく成長してゆ
くことは，教育・研究体制の一応の蓄積があってはじめて可能であるだけに，広く人文・
社会科学分野における教育・研究体制の一端を示す指標とも言えるであろう。
現在台湾で大学院課程を有する研究教育機関は，国立14校，私立12校，軍警関係で５校
のあわせて31校である。後述のように，台湾史に関する学位論文は主に歴史系の大学院に
提出されてきたので,歴史系の教育・研究体制をまずみておこう。これらの大学院の中で，
修士課程に歴史系を置いているのは，国立台湾大学（1957年に設立，以下同様)，私立中
国文化大学（1962年)，私立輔仁大学（1967年)，私立東海大学（1970年)，国立台湾師範
大学（1970年)，国立政治大学（1976年)，国立清華大学（1985年）の７大学であり，また
歴史系の博士課程をも有しているのは，台湾大学（1967年)，中国文化大学（1967年)，師
範大学（1977年)，政治大学（1987年）の４大学である'１)。
とはいえ歴史系の修士課程が開かれたとはいっても，直ちに台湾史研究が実際に進めら
れたわけではなかったｄ台湾史に関する最初の修士論文が提出されたのは，台大の場合，
課程設立10年後の1967年のことである。文化大と政大では４年後と比較的早いが，師大は
６年，東海大は11年後であり，輔仁大および清華大では1989年以前の時点では未だ登場し
ていない。このうち外国史研究を重点にしている輔仁大学以外にはいずれも，台湾史研究
の課程が開かれており，大学院生が研究に従事している'2)。
大学における台湾史の講義も，進められてきた。各大学の開講時期を未調査のため，趨
勢を把握することができないのだが，少なくとも1989年の時点では「歴史系を有する国内
の10大学は，いずれも台湾史を開講しており，台湾史研究の気風を促進している｣'3）とい
われている。また1989年12月に中華民国台湾史蹟研究センターが主催し，中央研究院三民
主義研究所が協賛して開催された「台湾史研究事術研討曾」では，台湾史に関する通常の
研究発表とは別個に，「台湾史教育の現状と未来に関する座談会」が開かれ，呉密察（台
湾大)，張勝彦（中央大)，黄秀政（中興大)，張炎憲（東呉大）の各講義担当者が報告し
たという'4)。
こうした点を念頭におきながら，学位論文を取り扱うことにしたい。まず論文選択基準
11）教育部「公私立大畢及独立畢院研究所概観』1986年12月などによる。
12）戴賓村「台湾是台濁史研究的重心一台湾史研究的回顧輿展望」『中国論壇』第338号
（1989年10月25日）１０ペー ジ。
13）戴，前掲論文，１０ペー ジ。
14）『史聯雑誌』第15期，125ペー ジ以下。
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について，一言しておこう。第一に，論文の研究対象の時期について。今や，1947年の２
・２８事件や1950年代（とくに前半）のレッド・パージを始めとする戦後史の諸問題も，現
代史研究の重要な一環となってきている。しかしながら，1949年５月以来，４０年近くにわ
たって継続された戒厳令体制の下で，近現代史に関する批判的な研究はタブーとされ，史
料閲覧の制約と相まって，自由な学問研究の発展が大きく阻害されてきた'5)。それゆえ戦
後史については，本格的な学術研究が可能となるための最大の前提条件が，1987年７月の
戒厳令解除によってようやく実現したところであり，今後の研究の進展が早急に要請され
ている段階といえる。したがって以下で扱う学位論文としては，1945年以前の台湾を分析
したものに限定した。
ところで歴史研究は，あくまでもオリジナリティを持った歴史意識と厳密な史料分析に
基づくものでなければならないが，同時にそれは，特定の専攻分野にしばられることな
く，多様な観点やアプローチからの研究が，積極的に推進され交流されることによっては
じめて，密度の高い分析になるものであろう。こうした観点に立って－第二に一台湾
社会の歴史的諸局面を対象とした研究をできるだけ広くとりあげることにした。その結
15）とはいえ自由と開放に向けての政治的・社会的雰囲気の転換を求める傾向がもはや押
し止め得ないものであることが明確になりつつあった1980年代から，２．２８事件につ
いては，徐々に歴史の見直しが開始されており，とりわけ戒厳令の解除以後，研究文
献や証言も次々に出版されてきている。この傾向は，今後ますます強まるであろうと
予測される。
他方，後者の「1950年代問題」については，今だに問題の輪郭さえ明確になっていな
い故，以下に若干の注記をしておこう。戒厳令解除の以前から，小説『鈴璃花』(1983
年)，『山路』（1983年）〔邦訳「山道」（岡崎郁子訳）『三本足の馬』（台湾現代小説選
Ⅲ）研文出版，1985年，所収〕，『趨南棟』（1987年）を通じて，この問題を提起して
きた作家の陳映員氏は，1989年10月24日，戦後初めて開催された大規模な追悼会（台
北）でおこなった基調講演の中で，この40年来「深く深く埋蔵されていた歴史」につ
いて，次のように述べた。いわく「この歴史を提起する者は誰一人としていなかっ
た。どの教科書も取り上げることがなく，どの学者も敢えてふれることをしなかっ
た。長い間それは，家の中で年長の者がそっと耳打ちをして伝えられてきた歴史だっ
たのである」と。陳映虞「篇一段被浬滅的歴史要求復擢」『遠望』第25号（1989年１２
月）２５，２７ページ。なお同誌のこの号は，台湾において1950年代の「白色テロ」問題
を特集した最初の雑誌であろう。またこの問題に関する最初の本格的評論としては，
郭仲「析論台湾五○年代白色恐怖一意義奥責態」『民衆日報』1990年３月３～４日，
がある。
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果，歴史系の論文だけではなく，社会・人文諸科学さらには一部の自然科学の分野にも視
野を広げて論文をリスト・アップすることになった。とはいえ，それぞれの専門分野の内
容に特化していて，史的分析の観点が希薄と思われる音楽，美術，地理，人類学，民俗学
等の一部の論文は，除外している'6)。
（１）修士論文
第２表提出年代別・対象時代別にみた台湾史を主題とする修士論文
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総数｜内数｜清代以前｜清代｜日本統治時代｜通論
１
３
９Ｍ9Ｍ
1950～54
1955～5９
?? ?? ?? ??
２
16）台湾史に関する博士・修士論文の提出状況については，李按峯「近三十年来墓湾地唾
大皐歴史研究所中有闘蔓湾史研究成果之分析」『台湾風物』第34巻第２期（1984年６
月）のほか，許雪姫氏の周到な調査「清代台湾史研究的回顧奥展望一以制度史篇例」
『思輿言』第23巻第１期（1985年５月）がある。なお研究史の整理としては，前記
『思興言」特集所収の各論文のほか，林満紅「日擦時代豊潤経済史研究之綜合評介」
「史畢評論』.第１期（1979年７月）を参照。
ところで日本では，博士論文は，国立国会図書館支部上野図書館に集中されている
が（支部上野図書館博士論文係「博士論文の収集・整理・利用一『国立国会図書館
所蔵博士論文目録』を刊行して－」『国立国会図書館月報』第349号（1990年４月)，
修士論文を一括して所蔵している所はないであろう。これに対して台湾では，日本の
国会図書館に相当する中央図書館にも学位論文のコーナーが存在するとはいえ，必ず
しも十分に収集されているとはいえない。むしろ国立政治大学社会科学資料センター
において，開架式で系統的に整理保存されており，複写サービスも行われていて便利
である。
以下での修士・博士論文の選定は，上記サーベイ論文に多くを拠りつつ，『史聯雑
誌』（特に第６期，第14期）等の情報を手がかりにした上で，『博士・碩土論文提要』
の各年度版を参照しておこなった。ただし調査力量の限界から，1988年までの学位論
文を扱っている。
1960～64
1965～6９
１
５
０
１
J８０８４
０
１
??
６
７
１７
１
０
１
３
1970～74
1975～7９
2４
??
?
??
??
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第２表は，台湾史を主題とする修士論文を，提出年代および対象時代別に区分して，一
覧表にしたものである。戦後，台湾史に関する最初の論文が提出された1957年から，調査
ができた1988年までの30余年の推移を大局的にみるならば，1950年代に２篇，６０年代にも
６篇しかなかった台湾史関係論文は，７０年代後半以降目に見えて増大して，同年代には２４
篇となり，さらに80年代に入ってからは，その歩調を一段と早めて，1988年までに62篇を
数えるに至ったｂ
また研究対象の時代としては，清代台湾史の研究が1960年代，７０年代には主流であり，
80年代になっても絶対数は増加していて，なお最大勢力であるとはいえ，日本統治時代の
台湾史を対象とした修士論文は，1980年代に入ってから驚くばかりの急増を示し，８０年代
だけをみると，清代台湾史研究論文を量的には上回るようになっている。
こうした事実は，若い世代の研究者たちの台湾史への関心が増大していることを示すだ
けでなく，その関心が特に近現代史に向かっていることをも物語っているであろう。また
この点は，近年中華民国史研究すなわち現代史研究が，中国史研究の中で比重を高めてい
る傾向にも合致するものである'7)。
第３表は，台湾史を主題とする修士論文を提出年代に則して，大学別に分類したもので
ある。みられるように，台湾史研究はこれまで主として，台湾大と中国文化大によって担
われてきた。とはいえ傾向的には，両大学が提出論文の中で占める比重は，1960年代は６
第３表年代別・大学別にみた台湾史を主題とする修士論文
１
０
台湾大｜文化大｜師範大｜政治大｜東海大｜その他｜合計
??
０ ０ ２ ０ ０1955～5９ ２
８１９４８計’２９１２６１１３１１０合
１
５
?? ??
1960～64
1965～6９
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??
３８０～８４
17）張玉法「台湾における中華民国史研究」『近きに在りて」第15号（1989年５月）参照。
張玉法教授は，中央研究院近代史研究所所長。．
１７１
Ｐ１
Ｌ」 ｕ
ｎ
Ｊ
??
ﾕ7２
??
?
歴史系｜政治系｜日本系｜その他｜合計
??
1955～5９ ０ １ ０ １ ２
７
１７
1960～64
1965～6９
??
０
１
?? ??
１
５
????
1970～74
1975～7９
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第４表年代別・学科別にみた台湾史を主題とする修士論文
????
??
9４
篇中５篇（83％)，1970年代前半は７篇中６篇（86％)，７０年代後半は17篇中12篇（71％)，
80年代前半は27篇中16篇（59％)，そして1980年代後半には35篇中16篇（46％）というよ
うに，はっきりと低下を示している。したがって，台湾大，文化大はなお中心ではある
が，1980年代に入ってから，師範大や東海大さらにその他の大学の大学院修士課程の院生
の研究が増えてきており，多様化傾向がみられると言えよう。
次に第４表は，台湾史関係の修士論文を学科別に分類したものである。歴史系は，どの
年代においても全体のほぼ半分強を占めている。なお台湾史に関する各大学の学位論文に
おいて，歴史系の比重をみるならば，台湾大の場合，第３表にあるように全部で29篇のう
ち歴史系の修士論文は16篇であり，中国文化大では26篇中14篇，師範大では13篇中12篇，
政治大では10篇中２篇，東海大では８篇中７篇と，大学によってかなり異なっている。
ところで1980年代に入って目をひくのは，日本研究所の院生の活躍であろう。あわせて
11篇の修士論文は，いずれも私立大学に提出されており，そのうち中国文化大が９篇を占
め，東呉大と淡江大がそれぞれ１篇となっている。日本研究の中には，ここで取り上げた
日本・台湾関係史のみならず，純然たる日本史や日本文学，日本語に関する研究もみられ
るが，1988年には淡江大学日本研究所で，在日朝鮮人の地位およびその処遇に関する修士
論文も登場している。
またその他の学科としては，人類学，中国文学，社会学などの学科があるが，特筆すべ
きは，1988年までの時点で，台湾史に関する４篇の修士論文と１篇の博士論文が提出され
ている台湾大学工学部大学院土木工学科である。同科には「都市計書研究室」が置かれて
１７２
1980～84
1985～8８
1１ 2１
2７．
３５
??
合計’５１ １
???
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????? ?
??????
日本帝国主義の台湾植民地法制と植民地統制
日本統治時代台湾における国民教育の分析
台湾高山族の人口変遷（1906～1964）
台湾及び影湖諸島の日本割譲交渉の経緯
乙未台湾抗日運動より台湾民族運動の性質を論ず
日本統治時代台湾知識分子の抗日運動一台湾民衆党の
研究
日本統治時代台湾師範教育の研究
林献堂と台湾民族運動
日本統治時代台湾知識分子のイデオロギーと役割の研究
（1920～1927）
日本統治時代台湾議会設置請願運動の分析（1921～1934）
日本統治時代台湾の日本留学生の研究
日本統治時代台湾漢語文学の研究、
日本統治時代台湾の新聞の抗日運動
台湾の日本統治時代専売制度の研究
二重経済の発展一台湾のケース・スタディ
（1911～1940）
日本統治下の台湾教会学校
台湾の民族抗日運動団体一台湾文化協会の研究
（1921～1927）
日本統治時代の台湾新文学-1920年以降の文学，
主に楊達の文学活動を中心に
????
政大政
政大教
台大考
政大外
文大史
台大政
1957
1959
1966
1970
1976
1977
??
???
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いたが，1988年８月に「建築輿城郷研究所」として建築および都市計画を専門とする大学
院課程が独立した。いずれの大学院をも担当の黄世孟教授は，日本統治時代の台湾におけ
る都市計画について，多くの研究を発表しておられる'8)。この大学院から，台湾近現代史
に関する従来の史学科の分析視角とは異なった新しいアプローチによる研究が，今後続々
と出現することが期待される。
台大史
海大史
輔大中
文大哲
文大日
興大経
???
1979
1980
1980
??????
?
????????????
孫慈雅１９８４政大史
林柏維１９８４文大史
呉翰旗１９８４呉大日
18）「日擦時期台湾都市計萱範型之研究」台湾大畢土木工程畢研究所都市計豊研究室，
1987年。黄世孟『台湾都市計豊史年表（Ａ,Ｄ､1895-1945)』同研究室，1988年。黄世
孟編訳『壁湾都市計豊講習録』同研究室，1987年。黄世孟「従台北都市計豊歴史探討
空間結構鍵遷特質之研究（Ａ､Ｄ、1895-1945)」「国立塞湾大畢建築興城郷研究畢報」
第４巻第１期（1989年２月)。
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窪液芸１９８４文大日呉濁流文学の研究一日本統治時代中国作家の民族意識
楊招濃１９８４文大日日本統治時代台湾の文化劇活動
鍾政筆１９８４文大日日本統治下台湾新文学の発展を張深切の演劇活動から
論ず
陳朝興１９８４台大土1945年以前の台北都市の形態変化に関する研究
翁佳音１９８５台大史台湾武装抗日史研究（1985～1902）
鍾美芳１９８６海大史日本統治時代榛社の研究
曾塑賢１９８６文木史日本統治時代台湾の公共図書館事業の研究
何義麟１９８６文大日皇民化政策の研究一日本統治時代末期日本の台湾に対
する教育政策と教化運動
瀞鑑明１９８７師大史日本統治時代台湾の女子教育
陳翠蓮１９８７台大政日本統治時代台湾文化協会の研究一一抗日陣容の結成と
瓦解
呉輝旭１９８７政作政国民革命と台湾抗日民族運動′
葉粛科１９８７呉大社日本統治時代の台北都市の発展と台湾人の日常生活
（1895～1945）
呉春成１９８７中大中山日本統治時代の台湾知識人の反植民意識の研究一
台湾民報（1920～1927）のケー ス・スタディ
陳艶紅１９８７淡大日後藤新平の台湾植民政策の研究
張文義１９８７文大日日本植民体制下の台湾アヘン政策
許俊雄１９８７師大国台湾の写実詩の抗日精神の研究
孟群翰１９８８師大史台湾東部の開拓と発展（1874～1945）
鄭梅淑１９８８海大史日本統治時代台湾公学校の研究
陳進盛１９８８台大政日本統治時代台湾アヘン漸禁政策の研究（1895～1930）
張簡昭慧１９８８文大日台湾植民地文学の社会背景の研究一呉濁流・楊達の文
学を中心として
察易達１９８８文大日台湾総督府の下部組織の研究一一保甲制度と警察
陳存良１９８８文大日日本統治時代台湾農業発展の研究一米と糖を中心に
呉欽賢１９８８台大士日本統治時代高雄市の都市発展と都市計画過程の分析
鄭小砿１９８８台大土空間の歴史社会分析：彰化平原の旧開拓地を例として
（注）国立政治大学：政治研究所・教育研究所・外交研究所・歴史研究所，国立台湾
大学：考古人類学研究所（1982年より人類学研究所）・政治学研究所・歴史学研究所
・土木工程学研究所，私立中国文化大学：史学研究所・哲学研究所・日本研究所，国
立台湾師範大学：歴史研究所・国文研究所，私立東海大学：歴史学研究所，私立輔仁
大学：中国文学研究所，国立中興大学：経済学研究所，私立東呉大学：日本文化研究
所・社会学研究所，政治作戦学校：政治研究所，国立中山大学：中山学術研究所，私
立淡江大学：日本研究所。
なお大学の研究所という場合，大学院のことを指している。
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第６表日本統治時代を対象とした修士論文の研究領域
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１
（９）
５
?
??
?
??????????????
??
?
?
?
〔政治史〕
統治政策史
外交史
民族運動史
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'〔社会史〕
教育史
日本留学生史
図書館事業史
人口史
都市史
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１
１
２
（０）
（１）
１
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第５表は，日本統治時代を対象とした修士論文42篇の著者，提出年，所属，タイトルの
リストである。大学別にみれば，文化大13,台大９，師大５，政大５，東海大３，その他
７篇であり，学科別では，歴史系13，日本系11,政治系６，その他12篇となっている。第
３表，第４表の結果と比較するならば，日本統治時代の台湾史を対象とした修士論文の場
合，大学別では台大の比重が低いこと，学科別では歴史系が比較的少なく日本系が多いこ
とが指摘できる。
３
第６表は，諸論文を研究領域別に分類したものである。概括的にみるならば，統治政策
史（教育史の一部はこの分野にオーバーラップする）と民族運動史（文学・演劇史，教育
史の一部はこの分野に重なる）とが，二大研究分野と言えよう。その意味では，両者を包
含する政治史の比重は，極めて高い。
それに対して，経済史研究の立遅れが目につく。経済学部大学院の修士論文としては，
各年度の『碩士論文提要』を通読する限り，戦後の現状分析たとえば金融政策等について
は，研究論文はあるものの，歴史的観点からの研究は，ほとんどないと言わざるを得な
い。なおこの点は，後述しよう。
社会史の領域では，教育史の研究がコンスタントに存在すること，また都市史や地域開
発史などの，比較的新しい研究分野が登場していることが指摘できる。．
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（２）博士論文
第７表は，台湾史を主題とする博士論文の一覧である。１６人の著者のうち，修士論文で
も台湾史をテーマにした者は６人である。また第８表は，これを提出年代に則して，研究
対象時代別に区分したもの，第９表は，大学学科別に区分したものである。
第７表台湾史を主題とする博士論文
張世賢１９７６政大政清代末期の台湾統治政策（同治13年～光緒21年）
楊照１９８１政大政清代前期の台湾統治における撫民および理蕃政策の研究
〈康照22年～道光22年）
許雪姫１９８２台大史清代台湾における軍事制度の研究一台湾の緑営
塵雪蘭１９８３文大中台湾詩史
察相輝１９８４文大史明清政権の交代と台湾の民間信仰の関係に関する研
究一清代初期の台湾政治と王爺・娠祖信仰の関係
徐福全１９８４師大国台湾における民間伝統の喪葬儀式の研究
葉振輝１９８５台大政清代台湾における開港の研究．
陳信雄１９８５文大史膨湖島における宋元時代の陶登の研究
李正庸１９８５文大実台湾の都市と農村における実質居住環境の歴史的変遷と
将来の発展に関する研究一大渓，三峡，新荘，菖華，
淡水
温振華１９８６師大史二十世紀初頭における台北の都市化
呉文星１９８６師大史日本統治時代台湾の社会エリート層の研究
黄秀政１９８７師大史台湾割譲と1895年抗日運動
藤井志津枝１９８７師大史日本統治時代前期における台湾総督府の理蕃政策
荘芳柴１９８７文大史台湾における寺廟の発展の研究
陳志悟１９８８台大土空間的変遷の社会歴史的分析：日本植民地時代の宜蘭地
区を例に
戴賓村１９８８師大史近代台湾における港湾都市の発展一清末から日本統治
時代まで
（注）政治大学：政治研究所，台湾大学：政治研究所・歴史研究所・土木工程学研究
所，台湾師範大学：歴史研究所・国文研究所，中国文化大学：史学研究所・中国文学
研究所・実業計画研究所。
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第８表提出年代別・対象時代別にみた台湾史を主題とする博士論文
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??
?
合計｜清代以前｜清代｜日本統治時代｜戦後｜通論
これらの諸表から，1984年以降，毎年２～３篇の博士論文が生まれていることがわか
る。対象時代としては，民俗学関係を除外すれば，清代と日本統治時代とがほぼ半々であ
るが，後者は1986年以降に集中しており，日本統治時代の台湾史研究が新しい現象である
ことを示している。また民俗学ｊ考古学関係は文化大，清代研究は政大，台大の政治系・
歴史系，日本統治時代研究は師大歴史系といった重点の相違がうかがわれる。
ところで台湾における歴史学の博士論文を総合的に論じたサーベイ論文によれば，１９７１
年最初の歴史学博士が生まれて以後，1983年７月までに歴史学の博士号を取得したのは，
台大20名，文化大19名の合わせて39名であるが，そのうち台湾史に関する研究は，許雪姫
氏の論文ただ一篇のみであり，李東華教授は，その余りの少なさに注意を促しておられ
た19)。たしかに台大歴史系では，博士課程の設立後15年目，また文化大歴史系では17年目
にして，ようやく台湾史に関する学位論文が登場したことになり，その比重の低さは否め
２合計’１１１１３１１１５１
１
０
１
０
??
1970～74
1975～7９
０
１
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０
１
?? ?? ??
１
１１０
２０１
１００
０１１
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０
１
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1980～84
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１
３
１
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０
１
２
１
政
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０００
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３
大
第９表年代別・大学学科別にみた台湾史を主題とする博士論文
文大
1970～74
1975～7９
０００
０００
19）李東華「中華民国歴史畢博士論文内容及方法之評析」博研聯誼曾編『人文社曾科畢博
士教育之探討』太平洋文化基金曾，1984年，所収。
師大
史政土 史中実 史国
政大
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ないが，その後近年になって，毎年コンスタントに（とりわけ師大で）台湾史関連の歴史
学博士の取得者が出ていることは注目される。
さて研究領域をみるならば，政治史６篇（統治政策史３，軍事制度史１，外交史１，民
族運動史１)，社会史３篇，民俗学３篇，都市工学２篇，文学史１篇，考古学１篇となっ
ている。政治史への傾斜と，社会史（とくに師大歴史系）の登場が目を引くと共に，経済
史が皆無である事実を指摘しなければならない。先に修士論文を取り上げた際にふれたよ
うな，経済史的アプローチによる台湾史研究の層の薄さが，ここにも示されている。一般
的にみて，経済学部，大学院修士・博士課程あるいは中央研究院経済研究所などでの教育
研究活動においては，経済史・経済学史の比重は低いように思われる。この状況を補うと
すれば歴史系であろうが，1988年以前に日本統治時代を対象とした台湾史に関する歴史系
の修士論文13篇のうち，民族運動史が５篇，教育史が５篇を占めており，経済史は見当た
らない。､また台湾史に関する博士論文の方でも，歴史系で学位を得た９篇のうち，政治史
３篇，社会史３篇，民俗学２篇，考古学１篇であり；やはり経済史研究を見出すことはで
きない。
ところで第１節で紹介した「台湾研究研討曾」において，台湾の社会経済史をテーマと
した報告は，初めの50回のうち５回を数えることができるが，マイヤース教授（スタンフ
ォード大学）の大局的な講演を除く４回はいずれも清代が報告対象であった（うち１回
は，森田明・大阪市大教授が担当されている)。それゆえ第56回（198年10月）の研究会に
おける林忠正氏の「光復前および光復後の両政府が果たした経済的役割の異同」に関する
報告が，台湾現代史の経済問題をテーマとした最初の問題提起であったといえよう20)。そ
れは，研究会の創設以来，ちょうど十年が経過してのことであった６
経済史的アプローチの未成熟は，歴史研究の側での政治史重視と，経済学研究の側での
理論ｑ政策・現状分析重視とが別個に存在し，両者の交流が限定されていることに起因し
ている。その原因の一部は，歴史的・社会的・批判的な問題意識を学問的に深化させるこ
とが困難な状況が，何十年にもわたって続いてきたことに求められる。それゆえ学位論文
における経済史研究の層の薄さも，こうした事情の反映とみるべきであろう。とはいえ今
後，経済史的分析，さらにはそれをふまえた総合的な社会史的分析が，台湾近現代史研究
において登場してくる気運は，徐々に高まってきていると考えられる。
20）「第56次林本源中華文化教育基金曾墓湾研究研討論曾記録」『蔓湾風物』第38巻第１
期（1988年３月)，とくに司会の黄得時教授の発言を参照。
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おわりに
小稿は，帰阪後できるだけ早い時期に，在外研究の報告をまとめて，今後に向けての出
発点を作っておきたいという考えから，多くの遺漏や誤解を含んでいることを恐れつつ，
台湾近現代史研究の隆盛の息吹きを伝えようとしたものである。、
第１節では，1980年代とりわけ後半以降，台湾史に関する学術研究討論会が活発に開催
されるようになり，いくつかの研究組織も成立し，基礎的な出版物も相次いで刊行される
に至った状況が略述された。また第Ⅱ節では，台湾史に関する修士論文・博士論文が，い
ずれも1980年代後半から増大していること，清代台湾史と並んで日本統治時代台湾史の研
究に力点が置かれるようになっていること，これまで大学としては台大・文化大が中心で
あったが近年多様化の傾向がみられること，また学科としては歴史系が中心であることに
変わりはないが，政治系のみならず日本系その他の学科でも台湾史研究が進められてきて
いること，また研究領域としては，政治史のウエートが高くシ社会史の伸びも目立つが，
他方経済史の研究はなお不十分な段階にあること等が指摘された。
本稿で取り上げた諸研究成果の内容の消化と吟味を今後の課題として，台湾における台
湾近現代史研究の興隆に関する初歩的な紹介を終えることにしたい。末尾ながら，台湾大
学および中央研究院等の諸先生・同学諸氏の御指導・御教示に感謝の意を表するものであ
る。
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